
サイマーコート仕様概要

複合無電解メッキXimmur Coat

サイマーコートは優れた離型性能・超低摩擦・焼き付き防止用途に最適なメッキです。
皮膜が硬く、密着力が強いのが特徴です。
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主な特徴

●テフロンと同等の低摩擦係数。
●酸・アルカリに優れた耐性。（本カタログデータを参照下さい。）
●自己潤滑性の長期持続。
●メッキ皮膜の高密着性。
●テフロン並みの非粘着性。
●接触角が111°、テフロンコート同等の撥水性能。
●Hv200～250付近の皮膜硬度。
●均一かつ高寸法精度が可能な皮膜厚。複雑な面形状にも対応可能。
●300℃前後までの連続使用が可能な耐熱性。
●静電気を発生しない導電性能。
●摺動音の低減による、消音効果。
●大腸菌O-157 MRSA　などに対しての抗菌効果。

主な用途

●樹脂・ゴム金型の離型性・非汚染性向上。
●パーツフィーダー摺動性及び耐磨耗性向上。
●テープカッター。
●クラッシュロール。
●インジェクションブロー品のシューターガイド。
●ゴムホース成型マンドレル脱型性向上。
●押出し機のブレーカープレート摺動性・非汚染性向上。
●刃物へのコーティング。

サイマーコートの構造

サイマーコートは、金属メッキ液の中にテフロンの微粒子を分散させ、

この微粒子がメッキの成長過程において、メッキと共に吸着することを

積み重ねて形成しています。しかし、テフロン自体は撥水性を持っており、

このままではメッキ液の中に分散させることが出来ません。

そこで右の図のように、界面活性剤を用いてテフロンに親水性を付与し、

メッキ液の中に均一に細かく分散させています。(図1参照)更に、

分散しているテフロン微粒子が、被メッキ物の表面に吸着しなければ、

メッキ皮膜の中に共存しないため、粒子の表面電位は(＋)にし、吸着させて

います。(図2参照)この様なディスパージョン(テフロン微粉末の懸濁液)を

開発し、「コーティング」を施しています。

抗菌性・摺動性
耐腐食・離型性

食品業界からも注目のエコメッキ
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